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循環器外科は病院によっては心臓

血管外科とも呼ばれる科で、虚血性

心疾患、心臓弁膜症、血管疾患、先

天性心疾患（成人）といった循環器疾患に対する手術治療を行っております。当院では腹部

大動脈以下の動脈疾患、静脈疾患は血管外科が担当しておりますが、胸部大動脈瘤に対する

ステントグラフトなど、合同で治療にあたることも少なくありません。

当院の循環器診療は内科・外科のみならず、あらゆる職種のメンバーと密に連携をとって

診療を行っているのが特徴です。毎週行われる合同カンファランスでは、内科・外科全ての

患者さんについて一緒に治療方針について検討し、また毎朝のCCU（循環器集中治療室）病

棟の回診も、全ての循環器内科・外科医、その他関係するスタッフ合同で行っております。

最近では、循環器疾患に対する治療戦略も多種多様となってきており、内科・外科治療の

境界も複雑になってきていると言えます。巷にはTVやインターネットなどに様々な情報が溢

れ、一般の方々だけでなく、医師であっても循環器疾患を専門としない先生方にとっては、

なかなかわかり難いものとなってきております。当院では紹介された科が内科だから内科的

治療、外科だから手術治療ということではなく、その患者さんにとって最良の治療は何かと

いうことを常にみんなで考えて提供することを第一としており、それが当院の誇れるところ

ではないかと考えております。

手術後は当院循環器内科、あるいは外来で落ち着いたあと、かかりつけ医である地域の開

業医の先生にご加療をお願いすることになりますが、たとえ順調な経過を辿っている場合で

も、原則年１回は当院で心臓超音波検査を行い、術後の状態をフォローしていきます。

水戸・笠間地域、さらには茨城県下の全ての患者さんに、術前・手術・術後の最善な医療

を提供できるよう、引き続き地域の先生方とも連携して日々の診療にあたって参ります。今

後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

　地域連携機関の皆さま方には当院の地域連携に格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　また、患者さんにおかれましても常日頃ご支援をいただき、誠にあり
がとうございます。地域連携だよりのコーナーでは当院の情報をお知ら
せいたしますので、今後ともよろしくお願いいたします。
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　４月１日に新病院長として着任しましたが、同
日に茨城県内で新型コロナウイルス感染症の拡大
がみられました。
　当院は本感染症への対応として、それまでも接
触者外来、PCR検査への協力、面会禁止、来院者
の検温のお願いや電話診療のご案内など、スク
リーニングと感染防止に務めてまいりましたが、
県内の入院病床が逼迫した状況を受けて、４月２
日から本感染症患者の入院治療を開始しました。
その後、入院患者数の急速な増加がみられたた
め、感染症患者の入院治療受け入れ中であること
と通常診療の制限をお知らせし、病院機能を本感
染症の治療やPCR検査にシフトし、その他の対応
もスピード感とバランス感に留意しながら行って
まいりました。直接、本感染症患者さんに接触す
るリスクや県内の拡大状況に合わせ、PCR検査の
ドライブスルー化、全職員の検温とその管理、全
来院者の検温、手術患者さんの術前PCR検査など
を順次導入し、本感染症と戦ってまいりました。
　この２ヶ月弱の間、国の緊急事態宣言や特定警
戒都道府県の指定など県内も多くの制限がありま
したが、５月末時点、これらが解除されつつあ
り、日常生活をどのように取り戻すか、という新
しい生活様式が議論されるようになってまいりま
した。
　当院の本来の病院機能は、日常的な一般診療に
加え、地域医療との連携を伴った高度専門的な内

科外科がん診療、救急診療、産科診療などの専門
的医療ですが、新型コロナウイルス感染症による
制限のため、多くの患者さんにご不便ご迷惑をお
かけしていることをお詫びするとともに、これま
でのご理解に感謝いたします。本感染症は長期化
あるいは第２波の発生などが予測されております
ので、今後本感染症との共存という形態が求めら
れると思います。対策の緩和は慎重かつ段階的で
あること、医療現場の対策緩和は最後の段階でと
考えられますので、引き続きご不便やご心配をお
かけするかもしれませんが、何卒ご理解ご協力を
お願いいたします。

当院における新型コロナウイルス感染症対策
の一つ、正面玄関での体温測定実施の様子

10


